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緒 言

未材の耐朽陸及び木材の防腐は古くからの問題であるが之を掘り下陣てみると研究を要する問題が相

当に残されている.

一方森林資源の枯渇から現有資源の愛護,撫育乃至太材の合理的利用の重要性が広く認識されるよう

になってきている.

このような事を念頭におくと我国に於て奥地未開発森林資源としてのブナ材,しかも腐朽しやすいと

云はれるブナ材の合理的利用が重要な問題となってくる.依ってブナ材利用の根本的問題である木材腐

朽現象の基礎的旗件の究明を必要と認め次のような考-方で予備的試験を行ってみた.

木材の耐朽性は各種木材腐朽菌に対する拭抗性を主眼として比較されるのであるが腐朽しやすvlと云

はれる永材の腐朽は伐倒后間もなく即ち材中に多量の水分が猶存存する時期に初まると認められてい

る.換言すれば伐倒后間もない木材は樹液と稔称せられる水溶液中に木材変色菌並に腐朽菌の好む栄養

物を多量に合有すると考へることが出来る.従ってかような成分の本質及び夫の抽出による耐朽性の相

違とは改めて検討を加えてみる価値があるように思ほれる.

又未材が園朽しやすいと云ふことの一つには所謂初期腐朽の進行の早いことが重要な特質となってい

る.依って此硬耐朽性の試験方法として普通に行ほれている培養基上に静置する期間を初期腐朽の判定

に差支-ない限度内で出来るだけ短縮すること,しかも試片を傑 り小さくしないこと且叉腐朽進行の速

度を早める馬出来るだけ生材の状態に近からしめることが望ましいと考-て供試材を生材或は吸水材と
■

しその大きを12×5(cm),培養基上静置期間1ケ月として耐朽性の比校を試みることとした .

大材腐朽現象の究明に基いてその防止寛が確立されねばならないが初期腐朽防止の未材防腐剤として

は着色の著 しくないものが望ましい･従って本試験では水溶液として使用し得る市販品の中から P･C･

P.Na塩及びマレニッTt並に輸入品ではあるが一応桧討の必要を認めたポ1)デン塩を選び5%水溶液の

効力を確かめてみた.

本試験は長野営林局長後藤寛人氏,仝事業部長瀧川三郎氏,飯山営林署長及川政一氏及樋野伐木専業

所長広轍豊勝氏より資材に裁て,日本耐火防腐株式会社及伍光商会より防腐邦に裁てその調達に特別な

配慮を願い又文部省科学研究費の補助を得て行ふことが出来たものである.記 して深甚の謝意を表する.

Ⅰ. 供 託 材 料
イ･供 試 材

長野県下高井郡飯山営林署板野伐木専業所管内より,3回に亘り採取したブナ丸太であって,夫より

比坂耐朽力試験用として12×5(cm)の試験片を作製した.

各処理別供試数は5ケ宛である.

A.第 1回 供 試 材

第 1回供試材は昭和 27年 9月伐採せるものであって,夫より次のような 4種の試験片を作製した･

a.無処理材

b.24時間熱水抽出処理材

無処理の丸太より作製した気乾試片を300cc三角フラスコに入れ,逆流冷却器を附し24時間熱水抽粥

を行った.
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抽出操作終了后絶乾重畳を測足し前后の差を抽出量とした.抽出量は0.0108-0.0127g/eeである｡

e.樹液圧出処理材

伐倒后2日経過せる長さ約 2mの丸太材の元口に, クイヤー チューブを被せ落差的 3m として所謂

落差式注入法により約1時間に亘って常温水道水を圧入し横液を圧出せしめた.

d.P.a.P.Na注入処理材

Cと同様な方迭によりP.C･P･Na約5,00'水溶液を注入した.落差は約3mであって末口よりの流出液

に防府剤が認められるに及んで操作を中止した.即約 3時間牛を要した.

B.第 2回 供 試 材

第 2回供試材は昭和28年 9月伐採せるものであって,伐倒后的 15日経過せる生材より次のような 5

種の試験片を作製した.

8.無処理生材

b.BolidcnSalt,S-25,･5%水防液浸漬処理材

無処理の丸太より作製した試片をBoli(1cn Salt,S-25,5,00'水浴液中に2ま時間浸漬した.

C･ マレニット串%水溶液浸漬処理材

顛処理の丸太より作製した試片をマレニッTl5,0g水溶液中に24時間浸漬した･

d.21時間熱水抽出処理材

無処理の丸太より作製した試片を 3OOcc三角フラスコに入れ逆流冷却器を附し2Li時間熱水抽出を行

った･

e.48時間冷水抽出処理材

.無処理の丸太より作製した試片を300cc容のビ-カーに入れ,常温において48時間冷水抽出を行った.

C.第 3回 供 試 材

第8回供試材は昭和28年10月伐採せるものであって,伐倒后約 7日を経過せる長さ約2mの材の中

央より鋸断して一方を無処理材.他方を樹液圧出処理材とした.

a.無処理材 y

b.横液圧出処理材

長さ約 1mの材の元口にタイヤ- チューブを被せ,A-Cと同様な方法により6時間に亘 り樹液を圧

出せしめた.7日経過の后試片を作製した.

｡.供 試 木 材 腐 朽 菌

供試木材商朽筒は筆者等が樋野伐木事業所管内において採取せる腐朽菌若生材より分欝したもので次

の通りである.

首 名

ク pクモ タケ(イ)

ク pクモ タケ(ロ)

カ ソ バ タ ケ

ベ ツ コ ウ タ ケ

ツ キ ヨ タ ケ

オ ホ チ 1)メyタケ

カ ヒ ガ ラ タ ケ

ア ミ ス ギ ク ケ

チ リ メ ソ ク ケ

ハ カ ノ～ラ ダ ケ

学 名 l 腐 朽 型

Polystミctl娼Ver占icolorFp･･var･nlgrJCanSLasch

〝

Polyporusbetulinus(BuLI.)Fl･.I

polyporusrhodophaet娼(Ll'T-r･j

PlellrOt115jltpOnic1-5Kawam

LenTitesgibbosユ(Pf:RS･)H山川Ⅰ･

Len忘iteSbetlllina(L.)FR.

Polyporusarcularius(thtsch･)FTt･

Lenzitesrel,an･la(hlont)Fli･

IPolyStiLltt娼parg･WnenuBFlも･

･-E2--

朽

朽

朽

朽

朽
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色

色
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Ⅰ･試 験 方 法

A. 第 1 回 試 験

供試葛は現地において最 も普遍的と思ほれたクt]クモクケを使用した.

供試材片は絶乾后 300cc三角フラスコ内にて約 30分間浸水せしめその含水率約 30% に達したも

のを使用 した .但 し樹液圧出処理材の絶乾重量は隣接せる試片について測定した重畳よ,り推定した.

予め殺菌せる玉葱煎汁醤油寒天培養基上 (303cc三角フラスコに培養基約 50ccを注入) に供試筒を

移植し,菌糸が充分発育の后上記供試材片を戟せ 28oC に保った摺卵等内に 30日間放置した.

30日后それ等の試片を取出し菌糸附着の倍の重量を一旦測定した后附着せる菌糸を除去し絶乾 重 量

を測定し英験前后の絶乾重量の差によって腐朽程度を判定した.

B. 第 2 回 試 験

供試葛は筆者等が分欝した,クロクモクケ (イ),クロクモクケ (ロ),カンパタケ,ベツコウクケ,

ツキヨクケ,オホチ1)メンクケ,-刀-ラタケの 7種である.

供試材片は作製直后の生材であって夫の重量を測定した后供試薗発育の培養基上に載せた,供託材の

I鎧乾重量は隣接せる試片の絶乾重量より推定したの'であるが供試時の含水率は約 58% であった.

猶 b,C,(i,C,の蕗透重文は抽出量についても同様な処理を行った隣接試片の渉透重文は抽出量 よ り

ポ9デソ塩 0.0193-0.0237 g/cc.

推定したo即 蒜Yk=iy品 3:3壬吉…=oo･.0.王墓喜 :,' である･
冷 水 抽 出 0.0036-0.0043 7/

第1回試験と同様 28oC に保った摺卯器内に 30日間放置した.30日后それ等の試片を取出し菌糸

附着の債の重畳並びに菌糸剥離后の重量を-且測定した后絶乾重量を測定し実験前后の絶乾重量の差に

よって腐朽程度を判定した .

C.第 3 回 試 験

供試菌はク｡クモクケ (ロ), カンパタケ, べツコウクケ,ツキヨクケ,オホチ1)メソクケ,カヒガ

ラタケ,アミスギクケ,チ1)メソクケ,-カ-ラタケの 9種類である.

供試材片は作製直后の生材であって重畳を測定した后腐朽薗発育の培養基上に載せた.供試材の絶乾

重量は隣接せる試片の紀乾重量より推定したのであるが,供試時の含水率は無処理材約 55,06,樹液圧出

処理材約 85,00'である.前2回の試験と同様 28oC に保った摺卵器内に 30日間放置した .以下第2回

試験 と同様な方故により腐朽程度を判定した .

団･試 験 成 績

ィ.菌 糸 発 育 状 況

菌糸が試片の全面を被覆するに要した日数を取まとめてみると第 1麦の通 りである.

A.第 1回 試 験

P.C.P.Na注入処理材にも菌糸が蔓延するが日数最大であり,樹液圧出処理材が之に次いでいる.

24時間熱水抽出処理材と無処理材との差は僅少である.

B. 第 2 回 試 験

1.百種別菌糸発育状況

クロクモタケ (イ),べツコウタケ, ツキヨクケが最も発育よく,-刀-ラタケ,カンパクケ之に次

ぎ,クロクモクケ (ロ),オホチ7)メ-/タケは日数を僅かに多 く襲 している.
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乳 処理別菌糸発育状況

BolidenSalt5% 水溶液,並びにマVニット 5% 水溶液に浸漬し防腐処理を行った試片には殆んど
菌糸蔓延せず,掻く僅かに大口面及び側面に投入したのみである.24:時間熱水抽出処理試片並びに48時

間冷水抽出処理試片は無処理試片に較べ僅かづつ日数を多く要している･

0.第 L'0 回 試 験

1.菌種別菌糸発育状況

ア ミスギクケ,べツコウクケ,ツキヨクケが最 も発育よく,ハカハヲクケ,カンパクケ,オホチ リメン

クケ,ク｡クモクケ (ロ)が暑同程度で之に次ぎ,カヒガラタケは梢之よりもおそい.チ リメ-/クケは実

験終了迄速に全面を被覆するに至 らなかった.

2.処理Bll菌糸発育状況

樹液圧出処理材抹無処理材に比較して夫々日数を多く要 している.

tl. 英験終了后菌糸附着の位の試片の重畳

第2回議験において菌糸が殆んど浸入しなかった.BolidcnSalt浸漬処理材及びマレニッt･浸漬処理

材を除いては各試験共処理別に著るしい差は認められなかった.

第 1表 菌糸が試片の全面を被覆するに要した日数

クワク･モタケ〔イ)
至-~_i:-_::

クtlクモタケ(ロ)
聖二-
カy'(タケ

無 処 理
冷水抽出処理
熱水抽出処理
圧 出 処 理

P.C.P.hTa
泣 入 処 理

fSoliden
浸 法 処 理

一丁レニット
ill-も.i.処 nii

カーホチ1)メyタケ
慧tl∴3_7J7､ll

註 ×印一菌糸姶んど鉄片に浸入せず

〇四一企画を被覆するに至らず

第 2表 第 1回 試 験 成 続

絶 乾 重 量 減 少 率

平 均 l最 大 l最 小

形
無 処 理

熱水抽出処理

圧 LiI処 理

P.C.P.hTa
注 入 処 理 4.89 1 5.43
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第 3表 第 2 回 試 験 成 庶

第 4襲 第 3 回 試 験 成 績



- 比 較 耐 朽 性

A. 第 1 回 試 験

供試材の腐朽程度を絶乾重量の差によって判定せる結果は第 2衣の通 りであり,P.C.P.hTa注入処理

材が最も減少率少なく,樹液圧出処理材がこれに次ぎ,2･1時間熱水抽出処理材及び無処理材は暑同程度

であって減少率最 も多い.

更に本試験結果を推計学的に取まとめてみると次のようになる.

穿き水油出処理 b

圧 til処 理 c

P.C.P.PTA
注 入 処‡里(i

無処理al熱水抽出処理b圧 出 処 理 C分散の検定FI5/on,平均の差の検定･守 ㌍I-:~分散の検定F15%F

平均の差の検定Ei i莞

L l⊥L/J ∠

平均の差
の 横 定

岳

註 aの個放 15 bcdの個数夫々 5

×記号-5%以下の危険率 をもって祖乾忍豊減少率に有為T3:差が認め られない もの

○記号- PI T/ l/ 有為な差が認め られ るもの

即ちa;bの問には有為Ti:差は認められないが,a:C,a:d,b:C,I):d,C:d,には夫々有為な差が認めら

れる.

試験終了后の試片の形状には著しい変化は認められなかったが,無処理及び 2重時間熱水抽出処理試

片は相当脆くなり,槍液圧出処理試片並びに P.C.P.Na注入処理試片にはこの変化が殆ん ど認められ

なかつナこ.

B.第 2 回 試 験

供試材の碍朽程度を絶乾重量の差によって判定せる結果は第3表の通 りである.

1.筒種別比賛腐朽カ

クロクモクケ(イ)が最も腐朽力強く,ク.lクモクケ(ロ),カ-/バクケ,ツキヨクケ,べツコウクケ,オ

ホチ1)メンタケ等は硝腐朽力が弱く,-カハラタケは最 も腐朽力が弱い.

2.処理別比宅を耐朽力

防再処理材以外の 3積については0.24時間熱水抽出処理材が耐朽力眠く,48時間冷水抽出処理材は

之に次ぎ,無処理材は最 も耐朽力が弱い･ 又 BolidcllS王llt及びマレニッTtに浸漬し防府処理を行った

ものについては,マレニッt浸漬処理の方が梢耐朽力が温い様に息はれる.

更に本試験結果を推計学的に分散分析表を取まとめてみると防腐処理以外3麓については次のように

なる.

要 因 l白菜和
A (苗 程 問)

Ti(処 理 問)

人Xli(交互作用)

i-.1ミ tllrl

二･pi- it-:

仝

455.0315

1217.7956

221ユ168

1434191

1701.9758

3739.3391

自由匠l不偏分散l分散此 r5% F(1,oS)

75.84

608.90

18.43

35.85

21.27

357買､※

2863 y

OS7

169

2.21 (3.04)

3ユ1 (4･88)

1.88

2A8
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即ち菌種問,処理問共夫々有為な差が認められる.伺菌種間の差については細部に亘り検討する必要

を認めるがこのことについては次回の報告に譲る.

叉 2種類の防腐処理材につVtてみると

要 因

A (国 籍 間)

ti(処 理 問)

AxA(交互作用)

扱 間

誤 差

自 乗 和 l自由可 不 偏 分 散 l分 故 比 16,oi F(1/Qi)

1.8513

13.8262

0.9259

6.7328

39.0122

仝 1 62.3484

0.31

13.83

0.15

1.68

0.75

0.41

18.43聯

0.21

2.24

2.28

4.03 (7.15)

2.28

2.55

即ち防腐処理を行った場合に&.いては薗積問には有為な差は認められない,又 BolidenSaltマt'.ニ
ッ7.,両処理問には有馬な差が認められる.

C 第 3 回 試 験

前2回と同様に判定せる比賛結果は第 4表の通りである.

1.菌種別比敬腐朽カ

クtlクモクケ(ロ) カンパタケが最も腐朽力強く,べツコウタケ,カtlガラクケ,ツキヨクケ,オホチ

l)メソタケの 4種が暑同程度で之に次ぎ,チ1)メ-/タケ,アミスギクケほ夫より梢腐朽力弱く,ハカハ

ヲタケは最も腐朽力が弱い.

2.処理別比孝交耐朽力

第四衣で示された如く両者の耐朽カの差は明瞭であって,樹液圧出処理材の方が造かに耐朽カに優る.

更に本試験拝具を捧計学的に分散分析表を取まとめてみると次のようになる.

要 因 自 乗 和 t的 酎 不 偏 分 散 I分 散 比 い ,0- (1%)

即ち筒麓問,処理問共夫々有馬な芸が認められ,交互作用も亦 5,0;の範囲内では有為である.何首硬

問の差については細部に亘 り検討する必要を認めるがこのことについては次回の報告に譲る.

考 察

以上の成績を要約してみると

1.未材腐朽菌はその蔑顎によってその発育適温を異にするとは云-本試験で採用した 28oC では試料

採取の現地に於て最も普遍的と認められたクロクモクケが腐朽侵害力に於ても比敬的強大であった.し

かも僅か t,oL)日間の培養期間でさへ重量減少率 20% に達し初期腐朽に重要な役割を果していることが

明かである.

2･このような初期腐朽の速度は本試験に於て吸水材或は生材を供試材としたことも亦その一因となつ
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ていると推定されるのであって初期碍朽の試験方法としては轄所期の成果をげていると考へて差安へなl
いであらう.

3･次に本試験に於て樹液圧出処理材が熱処理材,熱水抽出材或は冷水抽出材よりも初期腐朽に於て良好

な耐朽性を示している･此の事実は樹液と総称せられる成分中には未材腐朽菌或は変色菌が最も必要と

する成分を適当に含有しているのであるが之が圧出処理で除去されたものと推定して差支へないことを

示すものである･従って初期因柘の軽減に樹液成分の除去は極めて有効であってその英行も比較的容易

である.目下その成分に就て検討を加-ているので本間誼は次の報告に譲ることとする.

4･熱水抽出或は冷水抽出が闇夜圧出に及ばないことはその抽出量が本試験で行った時間では充分 でな

かったことによるものであらう.即ち既往の木材分析報告に比騎するときその畳が少かったことが明か

であるから供試片中には木材IH朽菌の好む成分が猶残存していたものと考-得べ く従って無処理材との

問に著しい差を生じないことになったものと考へられる.猶熱水抽出が冷水抽出よりも時間を牛減して

いるに拘らず良好な理由も同じ観点から判断される.

5･上記の成銃はFr謂長期水中貯木材が初期欝朽に貯して良好な成績を示す一枚接を与-るもの と云へ

るであらう.

6･太材防腐剤には初期宙朽の軽減に用叫 等るものを数多く考へ得るのであるが着色の著しくない もの

として選んだ本試験使用の三軽は使用濃度では何れも有効であった.然しながら三種の問で多少の蓋が

あり更に検討を要するので詳細は次回へ譲ることとする.

要 約

本報告はブナ材の初期腐朽試験の成績であって之を要約すれば次の通 りである.

1･供試木材腐朽筒はブナ材から分担したクロクモクケ外 8種である.

2･供試材片は大き 12×5(cm)の無処理材,24時間熱水抽出材,48時間冷水抽出材,揖液圧田処理材

P.C･P･Na5/oQ'液性人材,マVニ ッ t5% 液浸漬材及びボt)デン塩 5% 液浸漬材である.

3･播朽菌を接覆した培葦基上で 28oC,3O日間の比攻耐朽性をまとめてみると.

a･供試碍朽筒の種突刺こよて伝書力に芸が認められるがその中最 も普遍的と認められたクロクモタケ は

腐朽力も強い.

b･供試防擁剤3種は何れも有効である.

C.精液の圧出処理は熱水抽出,冷水抽出よりも有効である.
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